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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月6日(2008.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位相反転型スピーカへ入力される音声出力信号を生成する音声信号処理装置であって、
　入力された音声信号を低域信号と高域信号に分割する分割手段と、
　前記高域信号の位相を遅延させる遅延手段と、
　前記低域信号の位相を前記音声信号の周波数に応じて変化させる位相補正手段と、
　前記遅延手段からの出力信号と前記位相補正手段からの出力信号を合成して前記音声出
力信号を生成する合成手段と、を有し、
　前記位相補正手段は、前記低域信号の位相を、前記遅延手段からの出力信号と同相とな
るように補正することを特徴とする音声信号処理装置。
【請求項２】
　さらに、前記低域信号に対する前記高域信号の位相を反転させる位相反転手段を有し、
　前記位相補正手段は、前記位相反転手段により反転した前記高域信号と前記遅延手段に
より遅延した出力信号とが同相となるように、前記低域信号の位相を補正することを特徴
とする請求項１記載の音声信号処理装置。
【請求項３】
　前記分割手段は、入力された音声信号を低域信号と中域信号、および高域信号に分割し
、
　前記中域信号を強調する中域強調手段と、
　前記中域強調手段で強調された中域信号を前記高域信号に合成する中高域合成手段と、
をさらに有し、
　前記遅延手段は、前記中高域合成手段からの出力信号の位相を遅延させることを特徴と
する請求項１記載の音声信号処理装置。
【請求項４】
　前記遅延手段における位相の遅延時間は、前記位相反転型スピーカの共振出力部におけ
る共振周波数の半周期の整数倍に相当することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１
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項に記載の音声信号処理装置。
【請求項５】
　前記位相反転型スピーカの前記共振出力部は、バスレフポートにより構成されることを
特徴とする請求項４に記載の音声信号処理装置。
【請求項６】
　前記位相反転型スピーカの前記共振出力部は、パッシブラジエータにより構成されるこ
とを特徴とする請求項４に記載の音声信号処理装置。
【請求項７】
　位相反転型スピーカへ入力される音声出力信号を生成する音声信号処理方法であって、
　入力された音声信号を低域信号と高域信号に分割する分割ステップと、
　前記高域信号の位相を遅延させる遅延ステップと、
　前記低域信号の位相を前記音声信号の周波数に応じて変化させる位相補正ステップと、
　前記遅延ステップで遅延された高域信号と前記位相補正ステップで位相補正された低域
信号を合成して前記音声出力信号を生成する合成ステップと、を有し、
　前記位相補正ステップにおいては、前記低域信号の位相を、前記遅延ステップで遅延さ
れた高域信号と同相となるように補正することを特徴とする音声信号処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　すなわち、位相反転型スピーカへ入力される音声出力信号を生成する音声信号処理装置
であって、入力された音声信号を低域信号と高域信号に分割する分割手段と、前記高域信
号の位相を遅延させる遅延手段と、前記低域信号の位相を前記音声信号の周波数に応じて
変化させる位相補正手段と、前記遅延手段からの出力信号と前記位相補正手段からの出力
信号を合成して前記音声出力信号を生成する合成手段と、を有し、前記位相補正手段は、
前記低域信号の位相を、前記遅延手段からの出力信号と同相となるように補正することを
特徴とする。
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